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課題と今後の研究開発の方向・成果の普及

渡　辺　武　志

０ステージ

　公募問題の正解までたどり着いた中で、選抜で1stス
テージに進出できなかった、意欲ある生徒たちに対して
の結果への連絡方法が重要であり、1stステージに進出で
きなかった学校には、（資料）のような選抜の経緯をお
送りして対応した。
　意欲ある学校では、最大７グループの応募があった。
　同じ学校が次年度も応募する可能性がある。
　次回は、公募問題等で問題解答後の感想なども記述を
お願いし、分析に努めたい。

1stステージ

　採点にあたっては、当初はすべてグループごとでの採
点を予定していた。しかし、一部の教員から採点方法に
関して、団体の中にも力の濃淡があるのではないかとい
う意見があった。そこで、今回はグループで問題に取り
組んで採点を行う方法と個人で問題に取り組んで採点す
る方法に別れた。今回は団体での採点と個人での採点の
２グループになった。
　採点にあたっては４人の教員の採点の平均点にばらつ
きがみられた。

2ndステージ

　８月は酷暑であり、フィールドワークをおこなうに
は、厳しい環境であった。このため、フィールドワーク
を急遽午前中のみにして暑さ対策に考慮した。気温が40
度まであがった日もあり外出は午前中までとした。
　日本数学コンクールは日程の都合で最終日であった。
コンパクトな日程であったため、生徒にとってハードな
スケジュールとなってしまった。
　次年度はコンクールを初日に持ってくる、もしくは、
最終日となった場合はフィールドワークの日程を短くす
ることで改善をはかる。

自己成長ステージ

　数学英語での発表については、レクチャービデオの教
材の解説では、回数が増えると慣れてくることもあり、

事前の準備が各校とも不足しているようであった。ネッ
トワーク環境の整備については各学校への訪問時、教室
のネットワーク環境に違いがあるため、調整する必要が
あることがわかった。

3rdステージの課題

　この報告書作成時点では、まだ渡米をしていないた
め、今後の検討課題である。 （文責　渡辺武志）
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平成30年度科学技術人材育成重点枠実施報告（要約）

①　研究開発のテーマ

　数学的思考力を基盤に多領域に応答する人材の育成

②　研究開発の概要

　数学的思考力を基盤に多領域に応答する人材の育成を目的としている。多くの情報を集め、それら
の情報から必要とする情報を引き出し処理することを通して、社会とのつながりの中で数学を活用す
る能力を育成することが目標である。具体的には２つの人材、①Leading型科学技術人材（現象と原
因の関係やそのメカニズムについて、幅広く収集した情報を処理し、根拠や理由に基づいて自分の考
えで説明し将来、日本社会を牽引することができる人材）②Top型科学技術人材（国内外の多様なス
テークホルダーと連携して、社会的課題を自ら主体に発見し、新しい価値を明確なデータに基づいて
創造することができ、世界の中で将来活躍できる人材）の育成である。育成には、４つのステージを
設けて必要な資質や能力を磨くための検証を行う。

③　平成30年度実施規模

　全国SSH校と東海地区非SSH校の生徒を対象として実施する。

④　研究開発内容

○具体的な研究事項・活動内容
・0ステージ
研究事項
　Leading型、Top型科学技術人材を育成するために必要な資質・能力を判定するために実施した。
選考に通過した生徒には、2nd・3rdステージ参加への意欲と更なる学びへの意識づけを行なうこと
が期待される。
活動内容
　全国の高校生に対してLeading型科学技術人材・Top型科学技術人材への登龍門として、４月上
旬に全国のSSH校ならびに東海地区の非SSH校に応募要領と公募問題「すごい分数」を発送した。
応募された解答を７人の審査員で評価を行い、1stステージ進出校を決定する。
・1stステージ
研究事項
　書類選考を通過した全国の高校生を対象に、事象を数学的に捉え汎用的な見方・考え方がさらに
できるようにファシリテートする。また、課題を主体的・協同的に解決する力を育成する。
　2ndステージで行うFW（フィールドワーク）を通して、効果的に調査・研究を行う基礎力育成が
期待される。
活動内容
　書類選考を通過した全国の高校生を対象に、４名の教員が２日間で２時間ずつ、レクチャーを行っ
た。内容は社会生活と数学の関わりに焦点を当てた。レクチャーの課題をグループごとや個人で解
くことで課題を主体的・協同的に解決する力を育成する。講座の受講ごとに行う課題レポート集計
をおこない点数化した。2ndステージに進出する団体を決定する。
・2ndステージ
研究事項
　1stステージを通過した高校生（32名）を対象に、事象を数学的に捉え汎用的な見方・考え方を
FWを通して実践的に育成する。情報収集や調査で得た多くの情報を分析し、エビデンスに基いた
発表力を育成する。集めた情報から自分が必要とする情報を引き出し、処理する能力を育成するこ
とが目標である。また商店街を拠点にFWを行うため、数学が実生活との関わり、学校での学問が
社会とのつながりや、実社会との影響を考える。事象を数学的に捉える課題が出題される日本数学
コンクールに参加し、事象と数学の関係性について理解する。
活動内容
　2ndステージは９校が参加した。名古屋市千種区にある覚王山を中心としたエリアで数学の視点
から商店街や建物を観察する。数学の視点からまとめて審査員の前で発表を行った。最終日は名古
屋大学主催の日本数学コンクールの団体戦に参加し、グループで問題に取り組んだ。
・自己成長ステージ

研究事項
　3rdステージに向けて、英語で数学の授業を受講し英語力を向上させる。英語での数学的専門用
語の修得が期待される。また今後の教育で期待されている遠隔教育に対する実践例の提供をおこな
う。個人のライフスタイルにあわせた新しい教育の試行を試みた。
活動内容
　2ndステージ（10月）から3rdステージ（２月末）の間で、インターネットを活用した双方型遠隔
教育の試行的実施をする。名古屋大学G30プログラムで実施しているインターネットを使って配信
されている補充教材を利用する。ビデオチャットの機能を使って質疑応答、参加者どうしの議論、
補足事項等の発信を行う。
・3rdステージ

　自ら主体的に課題を発見し、新しい価値を明確なデータに基づいて創造することができ、将来世
界の中で活躍することができる人材を育成する。海外の高校生と協同し、自分の持つ社会的背景と
は異なる状況の下でも多くの情報を収集し、必要な情報を的確に処理する能力を育成する。成果を
英語で発表し、情報交換を行なうことで国際性を育成することが期待される。
活動内容
　米国ノースカロライナ州 North Carolina School of Science and Math （NCSSM）の生徒と地元
商店街にて、アンケート調査や聞取り調査等により多くのデータを収集し分析。分析した結果につ
いてエビデンスを示しながら英語で発表する。

⑤　研究開発の成果と課題

○実施による成果とその評価
・0ステージでの応募数は全国から30校、50団体（一団体は４名　200名近く）であった。
・1stステージでは４名の教員により、グループごとでの評価や個人での評価をそれぞれ行った。
・2ndステージでは名古屋大学主催の日本数学コンクールの団体戦に参加をし、団体戦ではすべての

学校が大賞、優秀賞、優良賞、奨励賞などを受賞し、参加校の実力が示された。
○実施上の課題と今後の取組
・0ステージでの解答は半数が正解であったため、評価方法の厳密性で判断をした。
・1stステージは４名の教員による評価方法が個人評価と団体評価の２通りで評価を行った。
・2ndステージの実施時期が暑さのために、フィールドワークにおいて暑さ対策が必要になる。
・自己成長ステージではネット上のビデオチャットであるため、各学校のネット環境の整備が必要。
・進出校に対して次ステージへの案内までの周知期間が短かく交通費等の案内が毎回直前となる。
・審査をする先生や講師の連絡がステージごとに連絡をとる必要があるため、準備が煩雑になる。
○現時点における平成31年度以降の計画

（３月に公募問題の検討会を実施）
・４月　　　　　0ステージ　   公募問題の配布　　・６月１日（土）２日（日） 1stステージ　実施
・８月初旬　　　2ndステージ　実施　日本数学コンクール団体戦　参加
・10月から２月　自己成長ステージ　実施
・３月　　　　　3rdステージ実施
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①　研究開発のテーマ

　数学的思考力を基盤に多領域に応答する人材の育成

②　研究開発の概要

　数学的思考力を基盤に多領域に応答する人材の育成を目的としている。多くの情報を集め、それら
の情報から必要とする情報を引き出し処理することを通して、社会とのつながりの中で数学を活用す
る能力を育成することが目標である。具体的には２つの人材、①Leading型科学技術人材（現象と原
因の関係やそのメカニズムについて、幅広く収集した情報を処理し、根拠や理由に基づいて自分の考
えで説明し将来、日本社会を牽引することができる人材）②Top型科学技術人材（国内外の多様なス
テークホルダーと連携して、社会的課題を自ら主体に発見し、新しい価値を明確なデータに基づいて
創造することができ、世界の中で将来活躍できる人材）の育成である。育成には、４つのステージを
設けて必要な資質や能力を磨くための検証を行う。

③　平成30年度実施規模

　全国SSH校と東海地区非SSH校の生徒を対象として実施する。

④　研究開発内容

○具体的な研究事項・活動内容
・0ステージ
研究事項
　Leading型、Top型科学技術人材を育成するために必要な資質・能力を判定するために実施した。
選考に通過した生徒には、2nd・3rdステージ参加への意欲と更なる学びへの意識づけを行なうこと
が期待される。
活動内容
　全国の高校生に対してLeading型科学技術人材・Top型科学技術人材への登龍門として、４月上
旬に全国のSSH校ならびに東海地区の非SSH校に応募要領と公募問題「すごい分数」を発送した。
応募された解答を７人の審査員で評価を行い、1stステージ進出校を決定する。
・1stステージ
研究事項
　書類選考を通過した全国の高校生を対象に、事象を数学的に捉え汎用的な見方・考え方がさらに
できるようにファシリテートする。また、課題を主体的・協同的に解決する力を育成する。
　2ndステージで行うFW（フィールドワーク）を通して、効果的に調査・研究を行う基礎力育成が
期待される。
活動内容
　書類選考を通過した全国の高校生を対象に、４名の教員が２日間で２時間ずつ、レクチャーを行っ
た。内容は社会生活と数学の関わりに焦点を当てた。レクチャーの課題をグループごとや個人で解
くことで課題を主体的・協同的に解決する力を育成する。講座の受講ごとに行う課題レポート集計
をおこない点数化した。2ndステージに進出する団体を決定する。
・2ndステージ
研究事項
　1stステージを通過した高校生（32名）を対象に、事象を数学的に捉え汎用的な見方・考え方を
FWを通して実践的に育成する。情報収集や調査で得た多くの情報を分析し、エビデンスに基いた
発表力を育成する。集めた情報から自分が必要とする情報を引き出し、処理する能力を育成するこ
とが目標である。また商店街を拠点にFWを行うため、数学が実生活との関わり、学校での学問が
社会とのつながりや、実社会との影響を考える。事象を数学的に捉える課題が出題される日本数学
コンクールに参加し、事象と数学の関係性について理解する。
活動内容
　2ndステージは９校が参加した。名古屋市千種区にある覚王山を中心としたエリアで数学の視点
から商店街や建物を観察する。数学の視点からまとめて審査員の前で発表を行った。最終日は名古
屋大学主催の日本数学コンクールの団体戦に参加し、グループで問題に取り組んだ。
・自己成長ステージ

研究事項
　3rdステージに向けて、英語で数学の授業を受講し英語力を向上させる。英語での数学的専門用
語の修得が期待される。また今後の教育で期待されている遠隔教育に対する実践例の提供をおこな
う。個人のライフスタイルにあわせた新しい教育の試行を試みた。
活動内容
　2ndステージ（10月）から3rdステージ（２月末）の間で、インターネットを活用した双方型遠隔
教育の試行的実施をする。名古屋大学G30プログラムで実施しているインターネットを使って配信
されている補充教材を利用する。ビデオチャットの機能を使って質疑応答、参加者どうしの議論、
補足事項等の発信を行う。
・3rdステージ

　自ら主体的に課題を発見し、新しい価値を明確なデータに基づいて創造することができ、将来世
界の中で活躍することができる人材を育成する。海外の高校生と協同し、自分の持つ社会的背景と
は異なる状況の下でも多くの情報を収集し、必要な情報を的確に処理する能力を育成する。成果を
英語で発表し、情報交換を行なうことで国際性を育成することが期待される。
活動内容
　米国ノースカロライナ州 North Carolina School of Science and Math （NCSSM）の生徒と地元
商店街にて、アンケート調査や聞取り調査等により多くのデータを収集し分析。分析した結果につ
いてエビデンスを示しながら英語で発表する。

⑤　研究開発の成果と課題

○実施による成果とその評価
・0ステージでの応募数は全国から30校、50団体（一団体は４名　200名近く）であった。
・1stステージでは４名の教員により、グループごとでの評価や個人での評価をそれぞれ行った。
・2ndステージでは名古屋大学主催の日本数学コンクールの団体戦に参加をし、団体戦ではすべての

学校が大賞、優秀賞、優良賞、奨励賞などを受賞し、参加校の実力が示された。
○実施上の課題と今後の取組
・0ステージでの解答は半数が正解であったため、評価方法の厳密性で判断をした。
・1stステージは４名の教員による評価方法が個人評価と団体評価の２通りで評価を行った。
・2ndステージの実施時期が暑さのために、フィールドワークにおいて暑さ対策が必要になる。
・自己成長ステージではネット上のビデオチャットであるため、各学校のネット環境の整備が必要。
・進出校に対して次ステージへの案内までの周知期間が短かく交通費等の案内が毎回直前となる。
・審査をする先生や講師の連絡がステージごとに連絡をとる必要があるため、準備が煩雑になる。
○現時点における平成31年度以降の計画

（３月に公募問題の検討会を実施）
・４月　　　　　0ステージ　   公募問題の配布　　・６月１日（土）２日（日） 1stステージ　実施
・８月初旬　　　2ndステージ　実施　日本数学コンクール団体戦　参加
・10月から２月　自己成長ステージ　実施
・３月　　　　　3rdステージ実施
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課題と今後の研究開発の方向・成果の普及

平成30年度科学技術人材育成重点枠の成果と課題

①　研究開発の成果

○これまでの取り組みを通じた成果
・地域や他の学校への波及効果
　０ステージで全国のSSH校ならびに東海地区の非SSH校に応募要領と公募問題「すごい分数」と
いうタイトルで発送した。この問題の探究に、全国から30校、50団体（一団体は４名　200名近く）
の応募があった。審査では、愛知、三重の県立高校の数学教員、名古屋大学多元数理科学研究科教
員が審査員を行い、活発な意見交換をおこなった。
　2ndステージではフィールドワークから数学をみつけるはじめての試みに対して愛知県立豊田西
高校の田中紀子教諭からアドバイスをいただき、フィールドワーク前の講義として、生徒にさまざ
まな事例を与えることができた。
・学校の変容
　学校全体の研究体制にSSH重点枠グループが発足した。このグループを中心に４つのステージの
全面的な支援を受けることとなった。また、今年度から学校で情報助手が採用されたことが、自己
成長ステージでのネット環境の整備に大きく貢献した。
・教員の変容
　SSH重点枠グループでは当初、ハード面の整備のみをお手伝いいただいた。しかし、ステージが
進むにつれて、授業の内容やフィールドワークでの警備などのソフト面においても的確なアドバイ
スがされるようになった。
・大学の変容
　2ndステージの最終日４日目には名古屋大学主催の日本数学コンクールの団体戦に参加をし、グ
ループで問題に取り組んだ。このコンクールでは１日をかけていくつかの問題に挑戦することに
なっている。団体戦の参加によって、日本数学コンクールのレベルが格段に向上していることが、
数学コンクール実行委員によって確認された。また、団体戦ではすべての学校が大賞、優秀賞、優
良賞、奨励賞などを受賞し、参加校の実力が示された。
・大学の資源の活用
　自己成長ステージでのビデオチャットの題材は、名古屋大学が英語による授業のみで卒業できる
プログラムG30プログラムがあり、発足当初に日本における高校３年生で学ぶ微積分を学んでいな
かった学生に対する補充教材（コンテンツ）を利用する機会を得た。教材作成当初に附属学校教員
がかかわったこともあり、コンテンツ制作者の石田教授から快諾いただき、使用した。生徒たちの
コンテンツの利用の際にも石田教授や多元数理研究科の院生に参加いただき、英語での発表に対す
るアドバイスを行った。また、ビデオチャットを利用した数学英語の習得のため、本学情報基盤セ
ンターからのアドバイスをいただいた。
・地域の協力と生徒の活動
　2ndステージでは、商店街でフィールドワークを行うために、地域との協力が必要となる。商店
街との協力については、日頃から部活動で地域とつながりがあるため、地元の城山商店街組合の理
事長にお願いをし、快諾いただいた。また、商店街の理事からフィールドワーク前に講義として、
実施する地域の地理的、歴史的な講義を行った。４人の教員による評価は、1stステージでの教訓に
よって事前に観点を決めて評価をおこなったため、適切に評価することができた。
　短い時間内にフィールドワークでみつけた数学の内容が記述できた。
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②　研究開発の課題

・研究開発の課題
・０ステージ
　公募問題づくりが大変むつかしい。公募問題については本校数学研究班（数学クラブ）が過去に
研究した成果をアレンジして出題を行った。今回の問題の場合、正解者が多かったため、解答記述
についてよりすぐれた効率のよい解答を吟味して候補を決定した。候補にならなかった学校に対し
てのフォローが今後の課題となる。（資料１　資料２　資料３　資料４）　

・1stステージ
　進出した学校はグループ全員での参加であった。グループの人数をしぼった代表者のみの参加の
ほうが参加校が増えて学校間交流が活発になったと思われる。（資料５）
　このステージは４人の教員が「社会と数学」に関する講義をおこなった。各講義終了後短い時間
で課題をこなすため、「統計と数学」「文学と数学」の講義は設定しずらいことがわかった。

・2ndステージ
　設定した日時は酷暑の日が多く、外でのフィールドワークは時間を短縮して行った。フィールド
ワークの時間を短くし、その分ポスター発表を行う時間を短くすることで対応したい。　　
　日本数学コンクールの日程等もふくめて調整する必要がある。（資料６）

・自己成長ステージ
　ビデオチャットの準備のため、各学校に情報助手とともに機器の設置と説明をおこなった。
　学校によってネット環境や映像環境（教室）などがずいぶん違うため、学校ごとの環境整備をお
こなうことが必要であった。
　ビデオチャットの整備をハード面（広角撮影、集音マイク）ソフト面（英和自演、科学英語の書
き方のプレゼンテーション）の両面から支えた。
　ビデオチャットでの数学英語の解説は、１学校ごとに行うため、どうしても聴くだけになってし
まう。このため、レクチャーをしていない生徒に対するフォローが必要となる。課題の精選も必要
となる。

・3rdステージ
　に際しては米国の生徒とディスカッションをしながら生徒たちと作品をつくることになるため事
前に夏休みにフィールドワークでおこなった内容を英語化することで準備をおこなう。3rdステー
ジの実施時期に大学教員や大学院生が多忙となるため、英訳をチェックしていただける人的資源が
不足する。現在は数学英語をしゃべる練習をおこなっているが、数学英語の記述の部分でもこれか
らの課題である。

平成31年度以降の研究計画
（３月に公募問題の検討会を実施）
・４月　　　　　　　　　　　0ステージ　 公募問題の配布
・６月１日（土）２日（日） 　1stステージ　実施
・８月初旬　　　　　　　　　2ndステージ　実施　日本数学コンクール団体戦　参加
・９月から２月　　　　　　　自己成長ステージ　実施
・３月　　　　　　　　　　　3rdステージ実施
それぞれのステージについて、教員、生徒からのアンケートを行う。

（文責　渡辺武志）
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